
令和６年（2024 年）4 月９日  

                                  北 海 道 雄 武 高 等 学 校 長  

 

令 和 ６年 度 北 海 道 雄 武 高 等 学 校 部 活 動 に 係 る 活 動 方 針 

 

部 活 動 の 活 動 方 針 策 定 の 趣 旨 に つ い て 

本 校 の 学 校 教 育 目 標 等 を 踏 ま え 、 北 海 道 教 育 委 員 会 に よ る 平 成 31 年 1 月 の  

「 道 立 学 校 に係 る 部 活 動 の 方 針 」 に 則 し 、 生 徒 の バ ラ ン ス の と れ た 学 校 生 活  

や 、 教 員 の 部 活 動 指 導 に おけ る 負 担 を 軽 減 し 、 働 き 方 改 革 を 推 進 す る こ と を  

目 的 と し て 、 本 校 部 活 動 の 活 動 方 針 の 策 定 す る 。 

な お 、 本 活 動 方 針 は 毎 年 度 策 定 す る と と も に 、 必 要 に 応 じ て 内 容 の 見 直 し を  

行 う 。 

１  部 活 動 の 目 的 

部 活 動 は 、 学 習 意 欲 の 向 上 や 責 任 感 、 連 帯 感 の 涵 養 等 に 資 す る も の で あ 

り 、 単 に 、 知 識・ 技 術 ・ 競 技 力 を 向 上 さ せ る だ け で な く 、 多 様 な 活 動 ・ 経 

験 を 通 し て 、 人 間 的 な 成 長 を め ざ す こ と を 目 的 と す る 。 

 

２  部 活 動 の 運 営 に つ い て 

（１）年 間 の 活 動 計 画 並 び に 毎 月 の 活 動 計 画  ・ 活 動 実 績 を 作 成 し 、 計 画 的 な    

活 動 を 行 う と と も に 、 保 護 者 等 に も 提 示 し 理 解 と 協 力 を 求 め る 。 

（２）部 活 動 顧 問 は 複 数 で 担 当 し 、 過 度 の 負 担 が 生 じ な い よ う に す る 。 

（３）部 活 動 顧 問 会 議 を 定 期 的 に 開 催 す る 。 

（４）練 習 試 合 、 合 宿 及 び 遠 征 に つ い て は 、「 北 海 道 雄 武 高 等 学 校 生 徒 対 外 遠  

征 ・ 練 習 試 合・ 合 宿 に 関 す る 規 定 」 に 基 づ く 。 

 

３  本 年 度 の 部 活 動 

（１）本 年 度 設 置 す る 部 活 動 に つ い て 

① 運 動 部 陸 上 競 技 ・ 卓 球 

② 文 化 部 吹 奏 楽 ・ ボ ラ ン テ ィ ア ・ 軽 音 楽 ・ 茶 華 道  

 

４   休 養 日 及 び 活 動 時 間 の 設 定 に つ い て 

（１）休 養 日 は 週 １ 日 以 上 設 定 す る 。 

（２）週 当 た り 平 日 は 少 な く と も １ 日 、 土 曜 日 及 び 日 曜 日 の う ち 少 な く と も  

１ 日 を 休 養 日と す る こ と を 基 本 と す る 。 ま た 、 学 校 全 体 で 部 活 動 を 行  

わ な い 日 （ 学 校 閉 庁 日 や 定 期 考 査 期 間 、成 績 評 価 期 間 等 ） を 含 め 、 部  

活 動 ご と に 年 間 で 73 日 以 上 設 定 す る 。 

な お 、 学 校 閉 庁 日 や 部 活 動 定 期 考 査 １ 週 間 前  （ 土 日 含 む ） に や む を 得  

ず 大 会 等 が あ る 場 合 は 校 長 に 許 可 を 得 る 。 

（３）１ 日 の 活 動 時 間 は 、 平 日 で は ２ 時 間 程 度 （ 放 課 後 か ら 18：00 頃 ま で 、  

18：30 完 全 下 校） 、 学 校 の 休 業 日 は ３ 時 間 程 度 と し 、 合 理 的で か つ 効 率  

的 な 活 動 を 行 う 。 

（４）学 校 の 休 業 日 に 練 習 試 合 等 で ４ 時 間 以 上 の 活 動 と な る 場 合 は 、 生 徒 の  



健 康 管 理 に 十 分 配 慮 し て 、 休 憩 時 間 を 適 切 に 設 定 し 、 無 理 の な い よ う 活 

動 す る と と も に 、 そ の 後 に 休 養 日 を 設 け る な ど 、 学 校 生 活 に 支 障 の な い  

よ う に 配 慮 す る 。 

 

５   指 導 及 び 保 護 者 の 協 力 に つ い て 

（１）体 罰 等 の 禁 止 に つ い て 

部 活 動 顧 問 等 の 指 導 者 は 、 い か な る 理 由 が あ っ て も 、 体 罰 を 正 当 化 し て  

は な ら ず 、体 罰 等 は 決 し て 許 さ れ な い も の で あ る と 自 覚 し 、 適 切 な 指 導  

方 法 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン の 充 実 等 に よ り 、 生 徒 の 意 欲 や 自 主 的 、 自 発 

的 な 活 動 を 促 す 。 

（２）保 護 者 の 理 解 と 協 力 に つ い て 

保 護 者 等の 理 解 と 協 力 は 、 部 活 動 の 運 営 上 欠 か す こ と が で き な い 大 切 な  

こ と で あ る こと か ら 、 顧 問 と し て の 指 導 に 関 す る 基 本 方 針 ・ 練 習 計 画 ・  

練 習 内 容 ・ 活 動 時 間 ・ 休 養日 を 明 確 に し 、 保 護 者等 に 示 す 。 

 

６   そ の 他 

（１）事 故 の 未 然 防 止 の た め 、 施 設 ・ 設 備 の 点 検 を 定 期 的 に 実 施 す る 。 

（２）無 理 の な い 安 全 な 活 動 メ ニ ュ ー を 心 掛 け 、 自 主 的 に 行 う こ と を 基 本 と  

す る 。 

（３）大 会 参 加 や 練 習 試 合 等 に つ い て は 、 日 程 等 を 十 分 に 考 慮 し 、 過 度 な 負  

担 と な ら な いよ う に す る 。 

 

７   部 活 動 に 係 る 相 談 ・ 要 望 の 窓 口 

〒 098－ 1702 紋別郡雄武町字雄武 1495 番地 

℡ （ 0158） 84-2043  FAX(0158)84-2956 

E-mail : oumu-z0@hokkaido-c.ed.jp 

(担 当 ： 教 頭 ) 


